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1.はじめに 
　現在の出席管理システムではiBeaconを用いて手動
で出席管理をしている。 
しかし、手動では人的なミスにより出席が正しく記録
されていないことが多い。それにより出席したにも関
わらず欠席扱いとなったり保護者に欠席として通知さ
れることも多く、出席に訂正する手間もかかる 

2.目的 
　一定時間(講義開始時)毎に自動で出席を記録するシ
ステムを目指す。また、システムの実用化は可能かを
検討する。 

3.iBeaconについて 
　iBeaconとは、Bluetooth Low Energy ビーコンの
一種で、アップルの商標であり、iOS7以降で搭載され
た低電力、低コストの通信プロトコル、またはその技
術を指す。iOS7以降であればいずれの端末でも信号を
発信、受信可能である 
　主に位置情報の取得や特定の店に近づいたときにお
得な情報を通知する目的で使用されている。 

4.方法 
　授業開始時に自動でアプリが開き、Beacon信号を
受信する。受信したBeacon信号によって教室内に居
るかを判定し、出欠席を記録する。 
手順を以下に示す。 

 <出席・遅刻> 
   1.授業開始時刻にアプリが起動、Beacon信号を  
      1分間探す。 
   2.Beacon信号が受信できたら位置を推定し教室 
　　を特定、出席を記録する。受信できなかった 
　　場合は欠席として記録。 
   3.アプリを閉じる。 
   4.授業開始30分後に1.と同様の動作をし、欠席 
　　から出席へ変わった時のみ遅刻として記録を 
　　上書きする。 
   5.アプリを閉じる 

 <退室・早退> 
   1.授業終了30分前にアプリが起動、Beacon信号 
　　を1分間探す。 
   2.受信できなかった場合は早退として記録を上書 
　　きする。 
   3.アプリを閉じる。 

5.測定結果・考察 
表1. 発信機までの距離と精度 

  表1より、Beacon信号発信機(iPhone7)から5m以内
であれば安定して信号が受信できる。ただし、壁越し
のBeacon信号では信号の受信精度は不安定である。 
  この事から、どの席に着席していても同教室内の
Beacon信号を3つ以上受信できるようにBeacon信号
発信機を設置し、3種以上の信号を確実に受信できる
状況であれば受信者の正確な位置が判別できると考え
られる。 
  実用化について、本研究ではBeacon信号発信機を
iPhone7で代用し5m範囲での受信状況を実証したが
既製品では数十メートルの範囲での受信が可能である
為、千葉工業大学の7号館教室であれば1教室につき3
つのBeacon信号発信機を設置することで実用化は可
能であると思われる。 
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 Beacon信号発信機までの距離

1.0[m] 3.0[m] 5.0[m]

壁なし 100.0% 100.0% 100.0%

壁あり 75.0% 75.0% 62.5%
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